




















また,浮 世絵木版 における諧調表現は リ
アリズムの追及のための手段 にとどまらず,
画面構成上,そ の装飾性,抽 象性 を助長す
る働 きをも有 していた。浮世絵が大和絵な




















モンマ ル トルの"シ ャ ・ノワール"に 通う
ようになってからである。
彼 の回想 録 に よると,"私 は イ ンクを
塗った り,刷 ったり,位 置を合わせ た りす
るための道具 を知 らず,'自分で探そ うとし
た。3～4ガ 月の問多 くの実験 をし,つ い
に望んでいた結果 を得ることがで きた。 し
か しずっと後 になってハヤシ(林 忠正)は
私が使っていた原始的な道具を見て笑い も
のに した ものだった。"と述べ ていること











それとの明確 な相違は,ぼ か しの部分の足
の長 さである。 リヴィエールの方は足の長
いゆるやかなぼか しで,例 えば空の表現は










そ して一文字ぼか しは画面全体を引 き締 め
る構成要素の役割 をも担 っているからであ
る。 ここに,浮 世絵 におけるぼか し技法の
抽象性の要因が認められる。
また,色 彩について も浮世絵の方は色の







役割 としてはやは り写実的表現の上 に成 り
立 っていると言える。
リヴィエールはあくまでも浮世絵技術の
徹底的模倣 として木版 を始め,そ の構図や
表現を研究 したのではあるが,木 版 という
技術の中でぼか し技法の可能性 に気付 き,
自然の描写 を自分な りに進めてい ったので
あ る。それは必ず しも浮世絵 と同 じ方向性
を示す ものではなかった。そのことはやが
て彼が始めるリ トグラフが木版 にとって代
わ り,晩年 まで作 り続 けたということから
もうかがえる。彼 のリ トグラフにおいては
単純化 された様式 は薄れ,存 分に用い られ
る諧調は自然を忠実に しか も情緒的に描 き
出すために活用 されているのである。
また,リ ヴ ィエールは1887年ごろか ら写











"私は 日常生活 を美 しくするため に作品を
作 り,絵 画マニアのカル トンのために作る
のではない"と 語っている。そ して彼の リ
トグラフは,1000部という著 しい発行部数
で,し か も1枚7F--IOFという非常 に安
い値で本屋 などで も販売 されたのである。
つ まり彼 は版画のもつ複数性の中に,大
衆 を対象 とするメディアとしての機能 を強
く意識 していたのかもしれない。彼は版画
制作 と平行 して影絵の興業を行い,版 画を
やめてか らは専 ら出版事業に携 わって,常
に大衆 との関わ りを持ち続 けたのである。
19世紀末に活動 しなが ら他のポス ター作
家たちとは視点 を異 にし,技法か ら出発 し
たアンリ ・リヴィエールという人物をみつ
めた時,こ こにまた別の浮世絵の捉えられ
方が認め られるのである。
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